
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

小矢部市中心拠点再生地区

令和４年３月

富山県小矢部市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 52.5ha

交付期間 0.492

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり ●

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

なし

なし

なし 都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

国費率平成27年度～平成31年度 令和4年2月事後評価実施時期

富山県 市町村名 小矢部市 地区名

3706.4 百万円

小矢部市中心拠点再生地区（都市再構築戦略事業）

事業名

なし

なし

数　　値

平成27年度　～　平成31年度

平成　　年度　～　　年度

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

なし

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

交付対象事業費

　従来の市民図書館と合わせて、児童向
け図書館である「おとぎの館」を追加で統
合対象としたことに加え、石動駅との併設
により、地理的な優位性が確保された。

　令和2年11月の開館当初から新型コロナ
ウイルス感染症の影響により集会やイベン
トが減少したため、利用者の利用機会が
減少した。

　新型コロナウイルス感染症の蔓延によ
り、当初の想定より外出の機会が減少した
もの。

令和5年3月頃

なし なし

なし

なし

なし

新たに追加し
た事業

なし

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

モニタリング

今後の対応方針等

効果発現要因
（総合所見）

実施状況

交付期間
の変更

その他の
数値指標1

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

 ５）実施過程の評価

・石動駅との併設により、市民図書館の入館者数が大幅に増加した。
・新型コロナウイルスの感染を回避するための対策が浸透していることから、今後、コミュニティー施設の利用機会の増加が見込まれる。
・本事業による駅周辺施設の整備により、まちなかの通行者数が従前に比べて増加しており、新型コロナウイルス感染症の蔓延状況にも左右されるが今後も歩行者の増加傾向が期待される。

実施内容

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

なし

指標1

指　標

指標２

中心市街地通行者数指標３ 人/日

H31

令和5年3月頃△265 H26

112,597

△

令和5年3月頃H25

コミュニティー施設利用
者数

人/年 51,962 H25 52,000 H31

70,000

フォローアップ
予定時期

なし

なし

目標
達成度

○

なし

1年以内の
達成見込み

石動駅南北自由通路、観光案内所、公衆トイレ、駅前広場、小矢部市民図書館、小矢部市民交流プラザ　※（効果促進事業として、石動駅南側トイレ、石動駅南第１駐車場、駐輪場を整備）

350 H31

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

市民図書館入館者数 人/年 57,957

22,421

275

数　　値

 １）事業の実施状況

なし

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業



様式２－２　地区の概要

人/年 57,957 Ｈ25 70,000 H31 112,597 R2

人/年 51,962 Ｈ25 52,000 H31 22,421 R2

人/日 265 Ｈ26 350 H31 275 R2

小矢部市中心拠点再生地区（富山県小矢部市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

〇駅北地区市街地からの商業施設の撤退や事業所移転が計画されていることから、新たな企業誘致に関する取組。
・市街地での歩いて買い物ができる快適な居住に不可欠な、食品や日用品を販売する商業施設の駅北地区への誘致のための取組。
・ファストフード店やファミリーレストランなど、若者が寄り道する、家族連れで訪れる店舗誘致のための取組。
・市内企業を訪れる関係者や、観光客が市内で宿泊できるようビジネスホテルの誘致のための取組。
〇空き家や空き地の有効利用のための取組。
・空き家や空き店舗の情報収集、空き家・空き地情報バンク利用のＰＲや移住定住施策の強化に関する取組。
・市内の空き家状況と老朽危険度の把握、老朽危険空き家の除去支援の強化に関する取組。

まちの課題の変化

・南北自由通路及び石動駅南第１駐車場の整備により、鉄道により分断された市街地の一体化が図られるとともに、駅の南側から駅施設や図書館を利用する利用者の利便性が大きく向上した。
・駅と図書館を併設することにより、従前の図書館利用者に加え、駅を利用される方々を新たな利用者として取り組むことにより利用者が大幅に増加した。
・類似する老朽化した公共施設を市民交流プラザに集約・再編したことにより、都市機能の衰退・拡散を防止するとともに、新しい施設においてはホールの大きさや音響・空調など、利用者のニーズに合った使い勝手の良い施設利用
が可能となった。

目標値 評価値

・公共交通の利用と連携した中心市街地の賑わいの再生を図る。
・公共施設の合築による都市機能集約化の促進を図る。
・市内外からの来街者を中心市街地へ誘導し、中心市街地の「活性化」と「にぎわい」の創出を図
る。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

コミュニティー施設利用者数

市民図書館入館者数

中心市街地通行者数

小矢部市民交流プラザ

石動駅前広場

小矢部市民図書館

観光案内所

石動駅南北自由通路

石動駅南第１駐車場・駐輪場


